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項目は, 総括を杉原,荷役関係を喜多山･奥村 ･服部,検数検量関係を佐々木 ･藤井,植物検疫関係を西
本 ･布施,システム解析を神崎とした｡
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表 1- 1 わ が 国 の 輸 入 原 料
(大蔵省 :日本貿易年表)
図 1-3 主要外材揚港の取扱量 (昭和52年)
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実 1--2),堀込港 (写裏 1-3)など多岐にわたる｡ 上記四大港のシェアの他に上位20港,50港の占め
るシェアを図1-2に示したが,昭和53年についてみると第 1位の東京港が396万m3,第4位の清水港が
181万m3,第 10位富山港が 101万m3,第20位苫小牧港68万m3,第50位小樽港24万m3という分布で,
まかに総延長すれば 7,800km 見当になる (表 1--2)から, 日本の海岸沿いに 70km 毎に原木を陸へ揚
げている港が散在していることになる (図1--3)O
写真 1- 1 自然の地形を利用した港 (内浦港) 写真 1-2 埋立港 (広島廿日市港)
写真 1-3 堀込港 (新潟兼港)
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表 1-2 国 土 と 森 林
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向はさらに強くなると考えられている｡ しかしそれでも原木の童は過去 10年ほぼ 4,500万 m3 を維持して
来ている｡









とって見ても,年間300万 1-13を超える総合商社から数えて,100万m3を超えるもの 13社 (総量の63%),
50万m3を超えるもの 19社 (72%), 20万m3 を超すもの33社 (82%), 10万m3 を超すもの61社 (91
%),総数200社を超える｡
原木の種類も,樹種が約200(うら主たるもの約30),長さは 4m から25m 位まで (主として 8m～




















図2- 2 調査港の木材輸入量の推移 (南洋材) 図2- 4 調査港の木材輸入量の推移 (米材)
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表2- 1 調 査
調査港 調査 日 主 た る調 査 場 所 貯木場面積※ 貯 木 能 力 昭和52年度入港船数
港湾名 水 面(千nf) 陸 上(+1n2) 水 面(千ne) 陸 上(千ni)
新 潟 1978ll.a)～l.21開 票娼馨.Kf誉ヲ新潟県林政課 開 票墓 26017 19020 1306 100 300
内 浦 19799.22 内 浦 港日本海海運K.K. 内浦港 260 40 90 20 90
舞 鶴 随 時 舞 鶴 港 舞鶴西港 290 220 100 100 280
飯野港運K.K. 舞鶴東港 330 - 110
豊 橋 1980.7 豊橋港 (東三河港)総合開発機構K.K. 豊橋港 700 430 150 200 170
田 辺 19782.14 田 辺 港辺木材協同組合 田辺渉 90 40 40 20 40
阪 南 随 時 阪 南 港南港運K.K. 阪南港 990壬 90 220 50 250
大 阪 19780.30 大阪港(南港,商社岸壁)市港湾局木材倉庫K.K. 大阪港 1,000 500 320 280 570
広 島 1978 広島港 .廿日市港 広島港 770 40 200 20 280
















港 の 概 要
同.丸太入荷量(千nf) 同.※※材種別(千nE) 荷 卸 し形 態 割 合㈲ I検量方式 植 検 形 熊 e射 平 均在庫期間胴)選別 浸潰 浸漬 水面 天幕 本船与錯 くん蒸 くん蒸 くん蒸水 面 陸取り
1,268 i) 175 100 プレレトン 50 50 - - 2.5
三三iH 子吉 35 65 JAS′′ 10 ･- 10 10 70 -.･ 250 50 25 55
528 i)267 100 - プレレトン - 25 - - 75 1
ii)192 100 - JAS 40 25 - - 5 2
iii) 69 100 - 平 石 25 25 - - 50 2
1,261 i)278 100 20 プレレトン - 50 50 - - - 3.1i 762 8 JAS 90 -- - 10 0
iii)221 80 20 平 石 90 - - 10 2.0
669 i)345 100 100 JAS′′ 10 - 50 - 30 20 3.0ii 218 67 33 - 2 7 5
199 i ) - - - - - - - - - - -
iii)199 100 - JAS 85 5 - 10 - 2.6
988 i )826‥ - 95 5 プレレトン 15 - 65 - 10 10 2
lliii)162 75 25 平 石 26 - - - 14 60 1.0
2,059 i )1,176.日 - 70 30 プレレトン - - 75 - 15 10 3
lliii)883 - 100 平 石 - - - - 50 50 2
1,146 i ) 512‥ - 100 - プレレトン - - 70 - - 30 2
lliii)634 90 10 平 石 20 20 10 50 2
428 i)108‥ - 90 10 プレレトン - - 30 - 60 10 2
※※ i)南洋材 ii)ソ連材 iii)米材,ニュージーランド材
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の割合が他とくらべて多い｡東港の整備待ちといった面もある｡ 貯木能力 (水面)は一般には 0.25m3/m2
程度だが,ワイヤー結束によって 0.5m3/m2まで貯木能力を上げている｡
















2.1.3 舞 鶴 港 (図2-5)
舞鶴港は戦前,軍港として重きをなしたほどに天然の良港であるが,その一般として後背地が狭い｡舞鶴
図2-5 舞 鶴 港
- 91-








されている｡東港はすべて水面取 りであり, 酉港も80%が水面取りであるが,水面貯木場が狭く, 貯木期
間が比較的長いこともあって,貯木場の不足が問題となっている｡














写真2-2 豊 橋 港
写真2-3 バケットによる木材のつかみどり (豊橋港)




















図2-6 田 辺 港
0 500nl
写真2-4 阪 南 港
2.1.6 阪 南 港 (写真2- 4)
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であるが港が酉面しているため,冬期の季節風によって作業を阻害されることが多い｡
2.1.7 大 阪 港 (写真2-5)
大消費地を背後に控えた典型的な大都市港である｡年間250万 m 3の外材輸入のうち,60%強が米材で,
その多くは南港の商社岸壁に陸取 りされる｡米材の約 30%が製材品であり, 近年ますますその割合が増加









2.1.8 広 島 港 (写真 1--2)
中世以降広島北部の森林開発が進み,太l甘川流域で集運材され,太田川を筏で下ろして広島に集め,木材
























図2-7 鹿 児 島 港
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をはしけに卸し曳航するはしけ取 りの手順もある｡水面取 りと陸取 りの比率は,各港の事情によって大幅に
異なり,調査した港の材秤別の比率を表2-1に示す｡









2.3.1 水 面 取 り
a.船内荷役
あは
本船がけい留されると,網場 (幅 1-2m,長さ 20-30m の足場で囲った作業場)を船側に横付けし,


























1船当り3-4隻用いて原木を並べ整える (写真 2- 10). それをウインチ船のウインチでワイヤ-により
写真2-9 網場での仮編筏 (舞鶴港) 写真2-1 0 ロータリーボート(田辺枯)
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が,各港によってまちまちである｡ 大阪港では引き船の長さも含めて全長 120m,運河筋では 100m 以下
となっている｡ 1回の曳航で運べる原木責や本数を新潟,舞鶴,田辺の例について表2- 3に示す｡引き船
は本船 1隻当り3隻ほど使用されるのが一般である｡
表2- 3 仮 筏 の 規 模
港 名 与 1筏の大きさ 与‖司の曳航で運ぶ射 曳 航 距 離
新 潟 45本 20筏 ･ 3km




































11)｡横持の距離は港によって異なるが 30-100m 程度が多い｡ ログロ-ダは本船 1隻当り3-4台使用
写真2-11 米材陸取り作業と横持作業中のペイローダ (大阪藻)
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され,大型機械の割には小回りが きき,把持部の爪の形状 も原木の取 り扱いに適した形になっている｡陸取
りの横持には調査した全ての港で使用されている｡
天幕 くん蒸のための種積は安全上およその大きさが決められてお り,各港における大 きさを表 2-4に示
した,
表 2-4 天幕 くん蒸 1種の大きさ
■- 1■■■■■一一■■一■■-■一一■■■■■ ■■ ■ ■ ■■■l■■■l■■■■-

































では扱い易いが一部は水に沈むこと, 材料としての価値の範囲が極端に広い (例えば チップ用材 1万円/m3
から高級銘木200万円/m3まで)こと等のため画一的に扱えず, かなり機械化が進んだといってもなお人力
に触っているところが多い現状である｡そして調査した港で現在荷役の律速段階になっている工程は ｢植物
検疫｣と ｢検量｣である｡ 特に以前は植物検疫が その最たるものであったが, 近ごろは消毒方法 も改善さ
れ, 検量等人力に依存する工程の遅れが 目立つ傾向にある｡ 船内荷役の材種別の処理能力を表2-5に示
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に 1名が配置される｡ 船内荷役作業を見て, 荷卸し作業毎の本数を数える｡その作業を10回毎に集計し,
所定の集計表 (T-allysheeL)に記載する｡水面取 りの場合はラフトマン (筏師) 1名を増員し,洗木数の有











各港湾には等級 (港難)が定められており, 1類港, 2類港,その他と3種類あり,港の規模によって分
けられている｡基本料金はこの港湾の等級と品目によって定められている (表2-9)0
表2-9 検 数 料 金 (基本料金)
般 雑 貨
製 材 (はしけ,岸壁取 り)
南洋材 (水 落 しの もの)
円
140.30




















う流し寸検 (写真2- 13)と作業者が筏の上を移動して検量する方式 (写真2- 14)とがある｡
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附 放りの場合, 1組 3- 4名で構成され,相棒による差はあまりなく, 川 1人当り80-100本である｡
水面取 りで平筏上を作業者が移動して検量する場合, 1組 3- 4名で作業を行う｡材種によって能率に差が
あり,樹種判定と欠点控除に時間を要する南洋材で 廿日 人当り100- 120本,米材では同約200本,ソ連









とがあり,1.のときは, 末口平均径が 14cm 以下の場合は icm単位, 14cm 以上は 2cm単位で測
定する｡2.の場合,最小径が 14cm 以上の材で,最小径と最大径との差が 6cm 以上あるとき, その差




















V-(d2+ l1 -4)2×lx h .
J′:材の長さの m 単位による数値で, 1に満たない端数を切り捨てたもの
3.センチブレレトン法
V- (dT 3)2xlxO･7854×T.i t.
dl:末口平均径 (cm)
d3‥元口平均径 (cm)




板等用材に主として用いられるBoardFootMeasure(BM あるいは BFと略記.lBM は厚さ 1inch,
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表2-10 検 量 料 金 (基本料金)
作 業 形 態 .･; 水 中
南 洋 材 (A) プ レ レ ト ン
米 材 丸 太 (A)
米 材 丸 太 (B)
ポ ール･シニソグ･
パ イ リ ン グ
J A S ⊇ 129･70
･ ll∴ l
J A S H 277.30
プ レレトン
iJ A S
ニュー ジ ー ラ ン ド材 1-- --








(注)1.南洋材の (A)は 2m3 以上のものとし,(B)は 2m3 未満とする｡
2.基本料金表に記載のない木材については,輝似した材種の料金を適用
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る｡例えば BM のうちで,米材のインボイスに普通使われる Scrubner(SCR と略記)法による材積を単
にそのまま m3で表すと 1,.000SCR(BM)は 2.3tr,8m3 となる｡ しかしBM は製材等加工して得られる
量を予想的に示すものであり,原木の利用材積を実質的に示すものである.このため原木の材積に換算する
係数として,米国山林局では 1,000SCR を 4･53m3,我が国では通関を含め各官庁で統一して 4m3 とし
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22m/minの速度で移動させればよいことになる｡但し1ギャング 1日400本 (米材)として計算した｡ さ
らに原木 1本の重量を最大 10tとみれば, この原木を 22m/minで移動させるための必要馬力数は, 機械
効率を0.8とすれば約 70馬力帯度 あれば可能である｡




表 2-12 輸 入 木 材 の 殺 虫 消 毒 基 準
方 法
実 施 方 法 の基 準
薬 剤 の 種 類 薬 量 ま た は 濃 度 庭理時間】
32･5-48･5g
(2)天幕くん蒸 ;メチルブロマイド 天某の内容積 1m:う当り 32.5g 24時間
48･5g
■




(5)熱 湯 処 理 ･バットに入れて80oC以上で12時間以上処理
l
(7)浸漬 ･浮上 ≒水中に30日間浸漬し,浮上部に対しr F記け)または(ロ)により薬
部薬剤散布 i剤散布する｡
!使用薬剤 :EDB2.5% および MEPO.5% またはマラソン0･5
弓薬 量 :1m2 当り 300cc以上
･ 一･一.･.･/ ･｣巨 . -. ､. . 一 一･.日日: ●叫 ｡ 一 ･ ､
さらに反転して30日間繋留する｡
(9)剥 皮 焼 却 欄 :木場で遅滞なく剥度し,剤皮した樹皮は直ちに焼却する｡
薬 剤 処 理 戸(9)と同様な処理にさらに木材全面に(4)の薬剤を散布する｡
(10)剥皮焼却,
Il,芝監監墓折 本~ 材 :.7号恵 疫 盃 Fkp-R詣 真裏諾う'-{去
散布 日｡) 輸送車柄,岸表芸競 チtJBE紺 2% 粉剤または -ラソン



























の後増大する輸入材に対処するために, より効果的な殺虫剤として γ-BHC と EDB(ェチレンジブロマイ
ド)の混合油剤が,すぐれた効果を示すことを認めて PCPに変って EDBが使用された｡しかし近年有機
塩素系農薬の規制に伴い γ-BHCの製造が中止され, これに代わる低毒性有機 リン剤を使った薬剤が使用





















く実施されるものは 480-500m3の天幕で,このFllには 200-300m3の原木が入る｡ 投薬後24時間に消
毒効果確認検査を行うが,天幕内の薬の残量で判断し, 15mg/L7残存の場合は合格, 7mg/l以下残存の場
合は再検査となるO その間は消毒効果等により判断するJ^ なお原木数の 10% を抽出し,生存虫の存否を検
査し, 生存虫が存在する時は再消毒する｡ 今までに再消毒の例は殆んどない｡費用は234円/m3で本船入
港後約 10Ljで完了するo この他に同様の方法を水面上で行う水面くん蒸 もある｡ これらを写真 2- 16,




































新潟港の輸入材の80%はソ連材であり,荷役は西港では水面取り60万 m 3,陸取り25万 m 3,東港では陸
取りのみで40万m3である｡従って検疫消毒は,ガスくん蒸が主体で検疫対象材 (輸入材)126.8万m3の
































を占め,残 りは米材となっているO昭和53年の選別実施数量は 19.3万m3で,材種別の内訳は ソ連材93
%,残りは米材である｡
消毒実施数量合計は昭和52年が42.8万m3,昭和53年 が32.0万m:1であった｡これらの消毒法別の割合
は昭和52年の場合本船くん蒸 (47隻中南洋材 36隻,ソ連材2隻,米材 9隻)が63% を占めて巌も多く,
次いで浸漬 ･刺皮 ･薬剤散布が31%,残 り6%が陸上天幕くん蒸となっている｡昭和53年もその内訳は本
船くん蒸 (35隻中南洋材31隻,ソ連材 1隻,米材3隻)が55%,浸漬 ･剥皮 ･薬剤散布が43%,陸上天幕
くん蒸2%であり, 内浦港での消毒方法の内E-紺ま,数年来同じ傾向にある｡ そのほかに他港で本船くん蒸













































材のみ抽出しくん蒸する｡50年度の虫害処理は全輸入量に対して12.5% (うち11.4% ガスくん蒸, 1.1%
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あるo l天幕当りの薬竃は夏で約 20kg,冬で 30kg として計算して夏のガス代 18,200円, 冬のガス代








m3 となっている(つ その材種別構成比は昭和52年度で米材 70.4%,南洋材 18.5%,パルプ材 2.4%,その
他8.6%,昭和 53年度で米材59.2%,南洋材 22,1%, パルプ材4.3%, その他 14.4%, 昭和 54年度は,
米材69.9%,南洋材 18.3%,パルプ材 2.4%,その他9.4%となっている｡その他の材はニュージーランド
材,台湾材などでソ連材は入らない｡鹿児島港における木材消毒法は,米材では天幕くん蒸と本船くん蒸が
はば同比率,南洋材では天幕 くん蒸が6凱 浸漬 ･薬剤散布が3割,本船くん蒸が 1割となっている｡全体
的に昭和 52年度実績で天幕くん蒸 49.4%,本船くん蒸47.2%,浸潰 ･薬剤散布 3.4% となっている｡
選別対象材は52年度 で南洋材 61.5%,米材 15.8%,53年度では, 南洋材 68.3%,米材9.7% となって
おり,主として南洋材である｡ その虫害材率は,南洋材で25-So蕗,米材で22-35%程度である｡鹿児島
港では業者の希望により輸入検査に先だって消毒を行っている｡米材ではガスくん蒸 (天幕,本船)を行っ























































































了 ツノカノ ミイ ロキ クイム シ
≦言三言 宣言1"L三シ
















-イイ ロ-ナカ ミキ リ
トホシ′カ ミキ リ
トゲキ クイムシの一種
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*表2-13-表2-17は輸入植物統計による｡
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1)ダグラスモミオオキクイムシ, 2)-イイp-ナカミキリ, 3)ルリバネスギカミキ リ, 4)クロボシヒメ
スギカミキリ, 5)ル リキバチ属の一種, 6)シラべザイノキクイムシ, 7)オオキバチ属の一種,8)ォォガ
キバチ属の一種
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表 2- 16 最近輸入 されているその他の地域の材 のおもな 害虫叛
学 名








































































タイ ワンビロウ ドカ ミキ リ
ブラジル コバ ネツツシ ンクイ
ソソベル グカ ドアカタマムシ
ソ ト-ナガキ クイムシ












キ ューバ キボ シ トラカ ミキ リ Lignum vitae
ヒメナガキ クイムシ :ヵリン






アカ クビキ クイ ムシ























タイワンギ リ ミ台 湾

















36種がキクイムシ科 である｡ この36種の大部分は, わが国に分布している種類で, ヤツバキクイムシ,


















































所のノズルから薬液を霧状に散布, 噴霧圧を約 2-3kg/′cm2にして消毒を行っているが, このように植検
方法に改良を加えることによって,実際的でしかも矧時間に十分な浸透性と気化性が得られる確実な消毒汰























水 面 ･陸 上 別 i料 金 E 算 出 単 位
?














れば輪荷重 3tで,5cm 厚のアスファル トコンクリー ト舗装を必要とするが,舗装費は 1,600円/m2(80
年版積算資料)を要し,10万m2の舗装に1億6千万円必要となる｡













































































































3.5 労 働 災 害
港湾荷役業は各産業のうちでも災害の多い業種の一つであり,災害の頻度 (度数率),災害の重度 (強度




表3- 1 業種 別･年 別労働者死傷災害発生率
-r- 年 別 49年 50年 51年 52年 53年






? ? ? ? ? ? ? ??
1
し港 湾貨 物 運 送 業 i36･ 17)･59124158予 86:;23･99}･18≦20･09巨 85い7184Ll･91
1
(休業 1日 以上.労働省調 )
表3-2 作業別 ･年別死亡災害発生状況
→- 年 別 再2年?
沿岸荷役作業∃34.58i35




























貨種別 -｣死 傷 数
計
(港湾労災防止協会 日本海総支部 山陰支部資料)
















































































































昭和54年度の木材船入港記録によると, 昭和53年 12月30Elから昭和54年 12月28日までの364日の


















































? ?? ? ?















平均間隔1.867日,分散4.35145,標準偏差2,086,変動係数 1.117となる｡表4- 1の度数割合を次数 k
のア-ラン分布
f(i,-等等 ユe- (- 1)






























































平均 0.908 標準偏差 1.053 変動係数 1.160
表4-3 豊橋港水陸 ･材種 別平均荷役日数 (昭和54年 )
6⊇芦
卸 量







































n 隻l R 隻












水 面 取 り
ニ:r.一一シ
南 洋 材弓米 材i-ランド

























? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ?
資料がこのように片寄っているので余 り信頼性はないが,一応統計的検定をしてみると,当然おろし量が
多い程日数も多くなるが,材種別の差は有意とも有意でないともいえない程度であり,水陸の差は有意でな
いO同社の資料によると,陸取りtギャング (1組)8名で米材 766m3/EI, 南洋材 566m3/日, ソ連材






























2,540 F 2,819 ) 1,931
3.3
*ギャング数は1ギャング能力 760m /日 により計算
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平均荷役日数 1･569日, 〟(平均荷役日数の逆数)-0.637, 分散 1.5671,標準偏差 1.252, 変動係数





i(I,=霊 宝 e-小 一
0.5 /k=Z Jl:〇･637
















原木アンローダ (原木陸揚用として,走行橋形バケット付ローダ.定格荷重 12･5t,能力 200m3/hr,投



























十 ) ,/･＼ l
q






である｡したがって年原木取扱量 M に関する導入条件は,年取扱量の等値点値を Moとすると,




豊橋港の検量システム例では, a0-341円/m3で, ITV 方式自動検量機導入費は X-2億5千万円,













ている｡ 表4-4から, 豊橋では m-4,413m3,したがって検量システム導入の ためには n>58,人>
0･1577 -10,すなわち,年間入港船58隻以上が最低導入条件である｡
一一133-













w r bt(ilo) 言 1 -1等 p(>o)
A(>0)-
pc_eH/I c
c! C - p










ま出 まわ 蓋 -である必要があるo cIE蛸 の当該ギャング総数であるo
豊橋港では a-766m3圧‖こすると,検量システム導入について cl>0･90ギャングの必要がある.しか
しこれは十分条件ではない｡ (4- 14)式は =′が少なくとも有限値であるという条件でしかない｡実際に
は余 り長い滞船日数は許されないはずである｡
d.平均荷役待日数 1日の場合の利用率限界










表4-6 ポアッソン入力,指数保持,W-1のときの pと cp




二二 二一 二∴ 二二 1
0.53
??? ??? ?? ? ? ? ‥… ‖?? ?_: :_ ~~~ ∴ :-:
o･65 F O･67
1.96 . 2.70
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当り 766m3用 の2倍にもならないが, これを現在の平均 1船当り3.3ギャングのかわりに3台のアンロ-
ダを備えて,4,800m3/Elの能力をもたせるとすると,平均 用台当りおろし量 4,413m3に対して,平均荷役
L=1数0･9194札 /I- 1.088,入港頻度はかわらないとして,A-0.5357,i/〟 -0.4924であるoしたがって
表4--6から,入港頻度が現在水準であるかぎり, 1バ -ースで済ませることは可能である｡しかしすでに2
バース以上.を作ってしまっている現在,バース建設費とアンローダ導入費を相殺することはできないoアン





















ついている原木については刺皮を行い,樹皮は焼却あるいは粉砕して有効利用を計る｡ (5)検数 ･検量 ･








①荷役水面 ④ トラグチェーンコンベア ③ベル トコンベア






















原木の大きさを直径 50cm,長さ 12m とすれば, このシステムで 1日 (荷卸し4ギャング,実働7時
間)1,680本 (5,000m3)を処理出来る｡薬剤の使用量と価格は当初に 2.Ot,6,000万円を要し,毎日追加
する分は原木 1本に約 0･4g付着するとして, 1日に 0･67kg,約2万円必要である｡ このシステムの年間
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